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適
正
な
工
程
管
理
の
下
に
、
年
度
内
に
完
了
検
査
を
行
う
べ

き
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
完
成
検
査
や
手
直
し
に
要
す
る
期
間
を
見
込
ん
だ
工

期
を
設
定
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

教
育
局

深
谷
第
一
高

校
平
成
２１
年
２
月
に
ア
ー
ム
チ
ェ
ア
（
７８
，７５０
円
）
を
、
同
年

３
月
に
ソ
フ
ァ
ー
（
７５
，０７５
円
）
を
購
入
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

価
格
が
１０
万
円
以
下
の
た
め
、
１
者
か
ら
見
積
書
を
徴
取
し
随

意
契
約
を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
２
点
は
同
じ
休
養
室
に
設
置
さ
れ
、
見
積
及
び
納
品

と
も
同
じ
業
者
か
ら
１
か
月
以
内
に
行
わ
れ
て
い
た
。

計
画
的
な
予
算
執
行
を
心
が
け
、
一
括
発
注
に
よ
り
２
者
以

上
か
ら
見
積
書
を
徴
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

教
育
局

不
動
岡
高
校

平
成
２０
年
度
の
監
視
制
御
装
置
修
繕
工
事（
１
，７６１
，９００
円
）

の
執
行
に
当
た
り
、
緊
急
に
修
繕
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を

理
由
に
１
者
に
よ
る
随
意
契
約
と
し
た
。

１１
月
４
日
の
設
計
図
書
の
提
示
か
ら
１１
月
１４
日
の
見
積
書
提

出
日
ま
で
１１
日
間
の
見
積
期
間
を
設
け
て
お
り
、
複
数
業
者
に

よ
る
見
積
合
わ
せ
が
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
見
積
書
を
徴
し
た
翌
日
の
１１
月
１５
日
に
予
定
価
格
調

書
を
作
成
し
て
い
た
。

事
前
に
予
定
価
格
調
書
を
作
成
し
た
上
で
、
複
数
業
者
に
よ

る
見
積
合
わ
せ
を
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

教
育
局

松
伏
高
校

平
成
２０
・
２１
年
度
の
業
務
委
託
契
約
の
履
行
確
認
に
つ
い

て
、
次
の
点
で
不
適
切
で
あ
っ
た
。

１
２０
年
度
の
空
気
環
境
測
定
業
務
委
託
（
１４１
，７５０
円
）
の

検
査
は
、
契
約
書
に
よ
り
業
務
完
了
報
告
書
を
受
理
し
た
日

か
ら
１０
日
以
内
に
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

８
月
３１
日
に
提
出
さ
れ
た
報
告
書
の
検
査
が
１０
月
１
日
、

１０
月
３１
日
に
提
出
さ
れ
た
報
告
書
の
検
査
が
１２
月
１
日
と
、

繰
り
返
し
遅
延
し
て
い
た
。

２
２１
年
度
の
一
般
廃
棄
物
処
理
業
務
委
託
（
５０５
，００８
円
）

の
８
月
分
の
検
査
は
８
月
３１
日
に
行
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
当
日
、
検
査
員
は
夏
季
休
暇
を
取
得
し
て
い
た
。

３
２０
年
度
の
樹
木
維
持
管
理
業
務
委
託
（
３７８
，０００
円
）
の

完
了
通
知
書
が
１０
月
２７
日
に
提
出
さ
れ
た
が
、
特
段
の
理
由

も
な
く
、
検
査
は
１１
月
１４
日
と
遅
延
し
て
い
た
。

埼
玉
県
監
査
委
員
告
示
第
２０
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
６７
号
）
第
１９９
条
第
１２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
埼
玉
県
知
事
及
び
埼
玉
県
教
育
委
員
会
か
ら
監
査
の
結
果
に
よ
り
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
並
び
に
同
条
第
１０
項

の
規
定
に
基
づ
き
監
査
委
員
が
添
え
た
意
見
に
対
し
て
、
埼
玉
県
知
事
か
ら
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
２１
年
１２
月
１５
日

埼
玉
県
監
査
委
員
根
岸
和
夫

埼
玉
県
監
査
委
員
米
田
正
巳

埼
玉
県
監
査
委
員
田
中
龍
夫

埼
玉
県
監
査
委
員
大
山

忍
１
監
査
の
結
果
「
指
摘
」
と
し
た
事
項

対
象
機
関

監
査
結
果
の
公
表
年
月
日

（
県
報
の
号
数
）

監
査
の
結
果

講
じ
た
措
置

環
境
部

資
源
循
環
推
進

平
成
１９
年
１０
月
５
日

「
資
源
有
効
活
用
デ
ー
タ
バ
ン
ク
事
業
」
は
、
平
成
１６
年
度
に
リ

平
成
２０
年
度
か
ら
２１
年
度
に
か
け
、
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ

－１９－
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課
（
第
１９１６

号
）

サ
イ
ク
ル
関
係
情
報
及
び
不
用
品
取
引
の
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
、
こ
の
３
年
間
で
開
発
・
保
守
合
わ
せ
て
２
千
万
円

近
い
県
費
を
投
じ
て
、
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
を
図
っ
た

も
の
で
あ
る
。

こ
の
事
業
の
う
ち
、
不
用
品
取
引
に
関
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
不
用
品
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
、
当
時
既
に
民
間
市
場
が
確
立
さ

れ
て
お
り
、
県
が
取
り
組
む
意
義
が
乏
し
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
リ

ユ
ー
ス
品
の
申
込
み
件
数
は
、
平
成
１７
年
度
３０２
件
、
平
成
１８
年
度

１１４
件
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
県
は
取
引
成
立
件
数
も
把
握
し

て
お
ら
ず
、
事
業
効
果
の
検
証
を
行
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

事
前
に
事
業
の
意
義
・
効
果
を
十
分
に
検
討
し
な
い
ま
ま
２
千
万

円
近
い
県
費
を
支
出
し
、
さ
ら
に
事
業
効
果
の
検
証
を
怠
っ
た
こ
と

は
、
適
切
性
に
欠
け
て
い
た
。

ム
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
周
知
、
普
及
に
努
め
て
き
た
結
果
、

ア
ク
セ
ス
件
数
も
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

「
資
源
有
効
活
用
デ
ー
タ
バ
ン
ク
事
業
」
は
、
２２
年
４
月
か
ら
、

現
在
シ
ス
テ
ム
運
用
を
任
せ
て
い
る
N
PO
法
人
に
移
管
す
る
こ
と

と
し
た
。

危
機
管
理
防
災

部
消
防
防
災
課

平
成
２０
年
１０
月
３
日

（
第
２０１９

号
）

「
第
２８
回
八
都
県
市
合
同
防
災
訓
練
会
場
設
営
業
務
」は
、
当
初
、

平
成
１９
年
８
月
７
日
に
、
予
定
価
格
約
１０
，２４５
千
円
で
一
般
競
争
入

札
を
行
い
、
５
者
が
参
加
し
た
が
、
予
定
価
格
以
内
の
入
札
者
が
い

な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
３
日
後
に
、
当
初
は
一
つ
の
業
務
と
し
て
い
た
も
の
を

「
特
殊
造
作
物
設
営
・
撤
去
」、「

一
般
造
作
物
設
営
・
撤
去
」、「
会

場
設
営
・
撤
去
及
び
運
営
業
務
」
の
３
つ
に
分
け
、
見
積
り
合
わ
せ

を
行
っ
た
。
３
業
務
と
も
同
一
業
者
と
契
約
を
し
た
が
、
合
計
の
契

約
額
は
当
初
よ
り
約
２
，０００
千
円
高
い
１２
，４１１
千
円
で
あ
っ
た
。

こ
の
契
約
手
続
は
、
次
の
点
で
不
適
切
で
あ
っ
た
。

１
随
意
契
約
に
当
た
り
、
業
務
を
３
分
割
と
す
る
合
理
的
な
理
由

が
認
め
ら
な
い
。

２
当
初
一
括
で
は
、
資
材
運
搬
費
が
５２５
千
円
の
積
算
で
あ
っ
た

が
、
分
割
後
は
、
合
計
が
１
，５７５

千
円
と
な
る
な
ど
、
予
定
価
格

が
２
，２４８
千
円
上
が
っ
た
根
拠
が
不
明
確
で
あ
る
。

３
本
業
務
は
、
例
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
早
期
に
当
初

入
札
を
実
施
し
て
い
れ
ば
、
再
度
、
一
般
競
争
入
札
を
実
施
す
る

こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。

平
成
２０
年
度
に
実
施
し
た
「
第
２９
回
八
都
県
市
合
同
防
災
訓
練
」

に
関
す
る
業
務
委
託
で
は
、
慎
重
な
見
積
も
り
と
準
備
を
行
っ
た
結

果
、
７
月
３０
日
に
県
内
建
設
事
業
者
を
対
象
に
し
た
造
作
設
置
業
務

委
託
（
落
札
額
９
，８１７
，５００
円
）
を
、
８
月
８
日
に
は
い
わ
ゆ
る
イ

ベ
ン
ト
業
者
を
対
象
に
設
営
・
運
営
業
務
委
託（
落
札
額
２
，４９９
，０００

円
）
の
一
般
競
争
入
札
を
行
い
、
と
も
に
１
回
目
の
入
札
で
落
札
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
平
成
２１
年
度
に
実
施
し
た
「
第
３０
回
八
都
県
市
合
同
防

災
訓
練
」
に
お
い
て
は
、
一
層
の
効
率
化
・
透
明
化
を
図
り
、
一
般

競
争
入
札
で
設
営
業
務
全
般
に
つ
い
て
早
期
に
一
括
発
注
す
る
こ
と

と
し
た
結
果
、
７
月
１５
日
に
入
札
を
実
施
し
（
落
札
額
１２
，３ ６０
，０００

円
）、
７
月
２８
日
に
契
約
を
締
結
し
て
、
９
月
２
日
に
業
務
の
完
了

を
確
認
し
た
。

教
育
局

岩
槻
北
陵
高
校

平
成
２１
年
３
月
６
日

（
第
２０６１

号
）

平
成
２０
年
９
月
末
の
授
業
料
の
累
積
滞
納
額
は
、
３
，７４０

，３００
円

で
あ
る
が
、
収
入
未
済
繰
越
額
は
、
１８
年
度
末
の
２２９
，５００
円
か
ら

１９
年
度
末
の
２
，６８３

，８００
円
へ
と
、
１９
年
度
に
急
増
し
た
も
の
で
あ

る
。こ
う
し
た
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
校
の
対
応
は
、
当
該
月
分

の
引
落
不
納
通
知
と
前
月
分
の
督
促
状
を
送
付
す
る
に
と
ど
ま
り
、

滞
納
者
の
名
寄
せ
を
行
う
こ
と
も
せ
ず
、
累
積
滞
納
の
状
況
す
ら
把

適
切
な
債
権
管
理
を
図
る
た
め
、
教
育
局
財
務
課
が
定
め
た
「
授

業
料
等
の
徴
収
及
び
債
権
管
理
事
務
の
手
引
き
」
に
基
づ
き
事
務
処

理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

即
時
に
滞
納
状
況
及
び
督
促
の
記
録
が
確
認
で
き
る
よ
う
、
未
済

者
一
覧
・
督
促
記
録
フ
ァ
イ
ル
を
整
備
し
た
。
そ
の
上
で
、
事
務
室

が
中
心
と
な
り
、
教
職
員
と
連
携
し
て
督
促
を
行
い
、
平
成
２０
年
度

以
降
、
平
成
２１
年
９
月
末
ま
で
に
文
書
催
告
を
４６０
回
、
電
話
督
促

－２０－
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握
し
て
い
な
か
っ
た
。

長
期
滞
納
者
に
対
す
る
債
権
管
理
を
怠
り
、
電
話
催
告
や
家
庭
訪

問
に
よ
る
督
促
な
ど
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
は
著
し
く
不
適
切
で
あ

る
。

を
６５７
回
、家
庭
訪
問（
保
護
者
招
集
及
び
生
徒
呼
び
出
し
を
含
む
。）

を
１４７
回
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
２０
年
度
末
の
収
入
未
済
繰
越
額
は
、２
，５８６
，３００

円
と
前
年
度
を
下
回
り
、さ
ら
に
平
成
２１
年
９
月
末
ま
で
に
５１４
，４００

円
が
収
納
さ
れ
、
収
入
未
済
額
は
２
，０７１

，９００
円
（
平
成
１９
年
度
分

８８８
，３００
円
、
平
成
２０
年
度
分
１
，１８３
，６００
円
）
と
な
っ
て
い
る
。

２
監
査
の
結
果
「
注
意
」
と
し
た
事
項

対
象
機
関

監
査
結
果
の
公
表
年
月
日

（
県
報
の
号
数
）

監
査
の
結
果

講
じ
た
措
置

環
境
部

北
部
環
境
管
理

事
務
所

平
成
２１
年
３
月
６
日

（
第
２０６１

号
）

自
動
車
公
害
監
察
事
業
で
は
、
粒
子
状
物
質
に
関
す
る
ビ
デ
オ
検

査
を
実
施
し
た
車
両
に
つ
い
て
、
改
善
状
況
の
確
認
が
取
れ
た
車
両

を
除
き
注
意
書
を
送
付
し
、
改
善
済
み
又
は
未
改
善
の
回
答
が
あ
っ

た
も
の
に
つ
い
て
一
定
の
手
順
に
従
っ
た
措
置
を
講
じ
て
き
た
。

し
か
し
、
注
意
書
を
送
付
し
て
も
反
応
が
な
い
も
の
が
、
２０
年
度

分
で
１７１
台
、
１９
年
度
分
で
５０８
台
、
１８
年
度
分
で
３９２
台
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
は
何
ら
対
応
を
講
じ
て
こ
な
か

っ
た
。
注
意
書
を
送
付
し
て
も
反
応
が
な
い
車
両
使
用
者
に
つ
い
て
は
、

速
や
か
に
改
善
状
況
の
確
認
を
行
い
、
未
改
善
の
場
合
に
は
改
善
に

向
け
た
指
導
を
進
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。

注
意
書
を
送
付
し
て
も
反
応
の
な
い
未
確
認
事
案
（
過
年
度
分

を
含
む
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
２１
年
４
月
か
ら
計
画
的
に
文
書
に
よ

る
照
会
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
約
７０
％
の
車
両
に
つ
い
て
確
認
が
で
き
た
。

な
お
反
応
の
得
ら
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
順
次
電
話
に
よ
る

照
会
・
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

２１
年
３
月
に
改
訂
し
た
「
ビ
デ
オ
調
査
実
施
方
法
」
に
基
づ
き
、

注
意
書
を
送
付
し
て
も
反
応
が
な
い
車
両
使
用
者
に
つ
い
て
は
、
速

や
か
に
改
善
状
況
の
確
認
を
行
い
、
未
改
善
の
場
合
に
は
改
善
に
向

け
た
指
導
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

保
健
医
療
部

県
立
大
学

平
成
２１
年
７
月
３
日

（
第
２０９５

号
）

県
立
大
学
敷
地
内
の
食
堂
や
売
店
等
に
つ
い
て
は
、
例
年
、
年
度

初
め
の
４
月
１
日
に
行
政
財
産
の
使
用
許
可
を
し
て
い
る
。

平
成
２０
年
度
は
事
務
手
続
き
が
遅
れ
、
５
月
に
な
っ
て
か
ら
４
月

１
日
付
け
で
５
件
の
使
用
許
可
を
し
た
。

行
政
財
産
使
用
料
の
調
定
も
４
月
１
日
に
遡
っ
て
行
い
、
４
月
１５

日
を
納
入
期
限
と
す
る
納
入
通
知
書
（
５
件
計
６９７
，５３２
円
）
を

発
行
し
、
５
月
２３
日
及
び
２６
日
に
相
手
方
に
渡
し
、
５
月
末
か
ら
６

月
初
旬
に
か
け
て
順
次
徴
収
し
た
。

ま
た
、
実
際
に
納
入
通
知
書
を
発
行
し
た
時
点
で
、
埼
玉
県
財
務

規
則
が
定
め
る
督
促
状
発
行
期
限
（
納
期
限
の
翌
日
か
ら
４０
日
以
内

・
５
月
２５
日
）
を
経
過
す
る
こ
と
か
ら
、
５
月
２０
日
に
督
促
状
を
作

成
し
、
相
手
方
へ
の
通
知
を
せ
ず
、
債
権
管
理
簿
に
記
載
す
る
に
と

ど
め
て
い
た
。

納
期
限
の
過
ぎ
た
納
入
通
知
書
を
渡
し
、
相
手
方
に
通
知
を
し
な

い
督
促
状
を
作
成
し
た
こ
と
は
、
不
適
切
な
事
務
処
理
で
あ
っ
た
。

再
発
防
止
の
た
め
、
使
用
許
可
事
務
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
や

担
当
間
の
連
絡
体
制
の
強
化
を
図
る
な
ど
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

－２１－
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農
林
部

農
業
大
学
校

平
成
２１
年
７
月
３
日

（
第
２０９５

号
）

平
成
１９
年
度
に
随
意
契
約
に
よ
り
施
設
野
菜
１
号
棟
換
気
扇
制
御

器
修
繕
（
９９
，２２５
円
）、
施
設
野
菜
３
号
棟
換
気
扇
モ
ー
タ
ー
修
繕

（
６３
，０００
円
）
及
び
施
設
野
菜
温
室
戸
車
の
修
繕
（
９８
，９１０
円
）
の

工
事
を
行
っ
た
。

３
件
の
修
繕
箇
所
は
い
ず
れ
も
校
内
で
、
見
積
日
が
同
一
で
あ
り

発
注
し
た
業
者
も
同
一
で
あ
っ
た
。
総
額
で
２６１
，１３５
円
の
契
約
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
２
者
以
上
か
ら
見
積
書
を
徴
取
し
、
一
括
し
て
発

注
し
な
か
っ
た
こ
と
は
不
適
切
で
あ
っ
た
。

職
場
会
議
で
適
正
な
財
務
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
、
周
知
徹
底
を

図
る
と
と
も
に
、
今
ま
で
担
当
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
行
っ
て
い
た
修
繕

工
事
の
発
注
に
つ
い
て
、
校
内
で
発
注
情
報
の
共
有
化
を
徹
底
す
る

こ
と
で
、
同
一
時
期
の
類
似
修
繕
は
学
校
全
体
で
一
括
し
て
発
注
す

る
よ
う
改
め
た
。

農
林
部

東
松
山
農
林
振

興
セ
ン
タ
ー

本
庄
農
林
振
興

セ
ン
タ
ー

平
成
２１
年
７
月
３
日

（
第
２０９５

号
）

埼
玉
県
土
地
改
良
区
等
検
査
規
程
第
１４
条
第
２
項
で
は
、
「
検
査

の
結
果
特
に
改
善
整
備
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
事
項
の
あ
る

場
合
は
、
必
要
な
指
示
を
す
る
と
と
も
に
、
期
限
を
定
め
て
当
該
事

項
に
つ
い
て
の
措
置
に
つ
き
報
告
を
求
め
る
」
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。以
下
の
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
検
査
の
結
果
、
改
善
指
示
事

項
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
期
限
を
定
め
て
措
置
の
報
告
を
行
う

よ
う
土
地
改
良
区
へ
通
知
し
た
。
し
か
し
、
検
査
実
施
後
の
進
行
管

理
を
怠
り
、
報
告
を
受
け
る
こ
と
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
た
。

１
東
松
山
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

報
告
期
限

平
成
２０
年
３
月
２５
日

報
告
書
受
理

２０
年
１２
月
１６
日

２
本
庄
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

報
告
期
限

２０
年
３
月
２１
日

報
告
書
受
理

２０
年
１２
月
２２
日

職
場
会
議
等
で
職
員
に
対
し
、
埼
玉
県
土
地
改
良
区
等
検
査
規
程

に
基
づ
く
手
続
き
に
つ
い
て
再
度
周
知
・
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、

検
査
時
に
お
い
て
改
良
区
等
の
関
係
者
に
も
周
知
・
徹
底
を
図
る
こ

と
と
し
た
。

ま
た
、
改
良
区
ご
と
に
検
査
管
理
表
を
作
成
し
、
担
当
部
長
が
中

心
と
な
っ
て
検
査
の
進
行
管
理
を
行
う
よ
う
に
し
た
。

な
お
、
検
査
管
理
表
は
関
係
者
が
随
時
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
、

複
数
の
職
員
が
事
務
の
進
捗
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

農
林
部

本
庄
農
林
振
興

セ
ン
タ
ー

平
成
２１
年
７
月
３
日

（
第
２０９５

号
）

平
成
１９
年
度
に
埼
玉
北
部
土
地
改
良
区
連
合
と
契
約
し
た
神
流
川

頭
首
工
操
作
及
び
点
検
整
備
等
業
務
委
託
契
約
（
４
，５６０
千
円
）
は
、

以
下
の
点
が
不
適
正
で
あ
っ
た
。

１
契
約
書
の
仕
様
の
内
容
に
委
託
業
務
の
具
体
的
な
記
述
や
数
量

が
な
く
、
一
式
と
な
っ
て
い
た
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
事
業
完

了
報
告
書
の
支
出
内
訳
も
同
様
に
一
式
と
な
っ
て
お
り
、
業
務
内

容
が
不
明
確
な
も
の
が
あ
っ
た
。

２
電
気
設
備
業
務
ほ
か
３
業
務
の
再
委
託
を
承
認
し
て
い
る
が
、

再
委
託
先
を
確
認
す
る
こ
と
な
く
承
認
し
て
い
た
。

平
成
２１
年
度
の
契
約
書
か
ら
一
式
と
い
う
表
現
を
改
め
、
可
能
な

限
り
具
体
的
に
表
現
す
る
こ
と
と
し
、
業
務
内
容
の
明
確
化
に
努
め

た
。ま
た
、
業
務
の
再
委
託
に
つ
い
て
は
、
再
委
託
の
内
容
が
適
切
で

あ
る
か
を
厳
密
に
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
。ま
た
、受
託
者
に
対
し
、

再
委
託
先
が
決
定
し
た
際
に
は
早
急
に
報
告
す
る
よ
う
再
度
指
導
・

徹
底
を
図
っ
た
。

県
土
整
備
部

さ
い
た
ま
県
土

整
備
事
務
所

平
成
２１
年
７
月
３
日

（
第
２０９５

号
）

道
路
橋
り
ょ
う
使
用
料
の
徴
収
は
、
埼
玉
県
道
路
占
用
規
則
第
５

条
で
は
前
年
度
か
ら
の
継
続
分
に
つ
い
て
は
、
当
該
年
度
分
を
５
月

末
日
ま
で
に
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
河
川
使
用
料
の
徴
収
に
あ
た
っ
て
は
、
土
木
部
長
通
達
で

速
や
か
に
調
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
道
路
橋
り
ょ
う
使
用
料
及
び
河
川
使
用
料
に
つ
い
て
、

道
路
橋
り
ょ
う
使
用
料
及
び
河
川
使
用
料
の
適
正
な
徴
収
を
図
る

た
め
、
県
土
整
備
部
で
は
平
成
２１
年
３
月
２３
日
付
け
部
長
通
知
に
よ

り
、
債
権
管
理
の
徹
底
を
周
知
し
た
。

ま
た
、
４
月
１７
日
の
各
事
務
所
管
理
担
当
課
長
会
議
や
４
月
２３
日

の
県
土
整
備
部
課
所
長
会
議
に
お
い
て
重
ね
て
周
知
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
５
月
末
日
ま
で
に
徴
収
で
き
る
よ
う
に
ス
ケ
ジ

－２２－
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平
成
１９
年
度
の
１５６
件
の
す
べ
て
、
２０
年
度
の
１５７
件
の
す
べ
て
が
、

調
定
や
納
入
通
知
書
の
発
行
が
遅
れ
た
た
め
、
６
月
か
ら
１１
月
に
徴

収
さ
れ
て
い
た
。

ュ
ー
ル
を
調
整
し
、
事
務
処
理
期
限
の
遵
守
を
徹
底
し
た
。

さ
ら
に
、
担
当
部
長
及
び
課
長
が
事
務
の
進
捗
状
況
を
随
時
チ
ェ

ッ
ク
し
、
進
行
管
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

教
育
局

久
喜
高
校

平
成
２１
年
７
月
３
日

（
第
２０９５

号
）

平
成
２０
年
度
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
務
委
託（
契
約
金
額
３５７
千
円
）

に
当
た
り
、
２
者
に
よ
る
見
積
合
わ
せ
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
２
者

か
ら
提
出
さ
れ
た
見
積
書
は
積
算
根
拠
が
異
な
り
、
同
じ
条
件
に
よ

る
見
積
合
わ
せ
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
、
業
者
を
選
定
し
て
い
た
。

再
発
防
止
の
た
め
、
契
約
事
務
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
埼
玉
県

財
務
規
則
等
関
係
法
令
の
厳
正
な
解
釈
と
運
用
に
努
め
る
と
と
も

に
、
決
裁
時
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強
化
し
、
見
積
書
の
記
載
内
容
を

十
分
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
。

教
育
局

豊
岡
高
校

平
成
２１
年
７
月
３
日

（
第
２０９５

号
）

平
成
１９
年
度
の
県
立
学
校
監
査
に
お
い
て
、
後
援
会
等
の
団
体
が

生
徒
の
利
用
に
供
す
る
た
め
に
設
置
し
て
い
る
複
写
機
の
取
扱
い

が
、
各
学
校
で
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
の
た
め
、
教
育
局
に
対
す
る
現
場
指
導
に
よ
り
注
意
を
喚
起
し

た
と
こ
ろ
、
１９
年
１２
月
２７
日
付
け
財
務
課
長
通
知
に
よ
り
、
２０
年
度

か
ら
行
政
財
産
の
使
用
許
可
に
よ
り
使
用
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

後
援
会
が
生
徒
用
に
設
置
す
る
複
写
機
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

統
一
的
に
定
め
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
校
に
お
い
て
は
行
政

財
産
の
使
用
許
可
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

平
成
２１
年
度
か
ら
行
政
財
産
の
使
用
許
可
に
よ
り
使
用
さ
せ
る
こ

と
と
し
た
。

教
育
局

川
越
養
護
学
校

平
成
２１
年
７
月
３
日

（
第
２０９５

号
）

平
成
２０
年
４
月
に
開
設
し
た
分
校
に
お
け
る
陶
芸
実
習
用
の
備
品

を
購
入
す
る
た
め
、
２０
年
１
月
に
随
意
契
約
に
よ
る
「
工
作
台
ほ
か

５
品
（
契
約
額
８８２
，０００
円
）」及

び
「
電
気
陶
芸
釜
ほ
か
２
品
（
契

約
額
９５２
，３５０
円
）」の
見
積
合
わ
せ
を
行
っ
た
。

２
件
の
備
品
購
入
は
、
見
積
通
知
日
、
見
積
日
及
び
納
期
限
が
同

一
日
で
あ
り
、
見
積
業
者
も
５
者
の
う
ち
、
１
者
を
除
き
同
一
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
備
品
購
入
を
一
括
し
て
発
注
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、

不
適
切
で
あ
っ
た
。

備
品
の
購
入
に
当
た
っ
て
は
、
同
一
品
目
の
一
括
購
入
や
競
争
性

の
確
保
な
ど
に
努
め
、
計
画
的
・
効
率
的
な
発
注
を
行
い
、
適
正
な

予
算
執
行
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
職
場
研
修
を
実
施
し
、
埼
玉
県

財
務
規
則
の
遵
守
と
適
正
な
財
務
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
、
職
員
へ

の
周
知
・
徹
底
を
図
っ
た
。

（
平
成
２１
年
４
月
１
日
組
織
改
正
川
越
特
別
支
援
学
校
）

教
育
局

大
宮
北
養
護
学

校
平
成
２１
年
７
月
３
日

（
第
２０９５

号
）

大
宮
北
養
護
学
校
に
お
い
て
、
平
成
１９
年
度
の
備
品
の
購
入
に
あ

た
り
、
次
の
よ
う
な
不
適
切
な
事
務
処
理
を
行
っ
て
い
た
。

１
１９
年
６
月
１３
日
に
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
（
契
約
額
９９
，９６０
円
）

及
び
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
（
契
約
額
２６
，２５０
円
）
を
そ
れ
ぞ
れ
別

契
約
で
購
入
し
た
。
１
件
の
契
約
と
し
て
発
注
し
、
２
者
以
上
か

ら
見
積
書
を
徴
取
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

２
２０
年
１
月
７
日
に
ワ
イ
ド
製
版
機
（
契
約
額
６４
，０５０
円
）
を
発

注
し
た
。
T
シ
ャ
ツ
に
プ
リ
ン
ト
柄
を
印
刷
す
る
に
は
、
製
版
機

に
合
わ
せ
た
印
刷
機
が
必
要
で
あ
る
が
、
当
初
、
既
存
の
印
刷
機

を
活
用
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
た
。

そ
の
後
、
既
存
の
印
刷
機
が
使
用
で
き
な
い
と
判
明
し
、
追
加

し
て
２
月
に
多
色
印
刷
機
を
発
注
（
契
約
額
７２
，４５０
円
）
し
た
。

再
発
防
止
の
た
め
、
備
品
の
購
入
に
当
た
っ
て
は
、
埼
玉
県
財
務

規
則
等
関
係
法
令
の
厳
正
な
解
釈
と
運
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
事

前
に
購
入
備
品
の
調
査
を
十
分
に
行
い
、
計
画
的
・
効
率
的
な
物
品

の
発
注
と
適
正
な
予
算
執
行
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

（
平
成
２１
年
４
月
１
日
組
織
改
正
大
宮
北
特
別
支
援
学
校
）
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既
存
品
が
活
用
可
能
か
十
分
な
調
査
を
し
て
一
括
発
注
と
す
べ

き
で
あ
り
、
そ
の
場
合
は
１０
万
円
以
上
と
な
る
こ
と
か
ら
、
２
者

以
上
か
ら
見
積
書
を
徴
取
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

３
監
査
の
結
果
に
添
え
た
意
見

対
象
機
関

監
査
結
果
の
公
表
年
月
日

（
県
報
の
号
数
）

監
査
の
意
見

講
じ
た
措
置

環
境
部

自
然
環
境
課

平
成
２０
年
１０
月
３
日

（
第
２０１９

号
）

平
成
１９
年
度
に
県
で
実
施
し
た
「
ア
ラ
イ
グ
マ
生
息
状
況
等
調

査
」
に
よ
る
と
、
従
来
は
比
企
地
域
を
中
心
に
捕
獲
さ
れ
て
い
た
も

の
が
、
さ
い
た
ま
市
や
�
田
市
な
ど
他
の
地
域
に
お
い
て
も
急
増
し

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
れ
ら
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
繁
殖
に
よ
る
増
加
が
懸
念

さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
現
在
実
施
し
て
い
る
「
防
除
実
施
計
画
」
の

重
点
対
策
地
域
を
見
直
し
、
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
１９
年
度
の
「
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
生
息
状
況
等
調
査
」
に
よ
る

と
、
本
県
に
お
い
て
も
繁
殖
の
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
と
さ
れ

て
い
る
。

本
県
で
も
、
成
熟
個
体
が
繁
殖
を
繰
り
返
し
急
増
す
る
前
に
、
早

急
な
対
策
を
講
じ
る
べ
き
時
期
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

計
画
期
間
が
平
成
２１
年
３
月
ま
で
で
あ
っ
た
当
初
の
「
埼
玉
県
ア

ラ
イ
グ
マ
防
除
実
施
計
画
」
を
一
部
変
更
し
、
計
画
期
間
を
２３
年
３

月
ま
で
延
長
し
た
ほ
か
、
農
業
被
害
、
生
活
環
境
被
害
等
が
著
し
い

地
域
に
お
い
て
は
、
重
点
的
な
対
策
を
講
じ
る
た
め
、
「
重
点
対
策

地
域
」
を
１３
市
町
村
か
ら
１４
市
町
村
へ
と
地
域
の
変
更
を
行
っ
た
。

な
お
、
変
更
計
画
は
平
成
２１
年
３
月
１９
日
付
け
で
国
の
確
認
を
う

け
、
４
月
１
日
付
け
で
公
示
さ
れ
た
。

カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
の
年
間
捕
獲
数
は
平
成
１８
年
度
の
２０
匹
を
ピ
ー
ク

に
し
て
、
そ
れ
以
降
は
年
間
十
数
匹
で
推
移
し
て
お
り
増
加
の
徴
候

は
見
ら
れ
な
い
が
、
今
後
、
繁
殖
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
被
害
状

況
に
応
じ
て
速
や
か
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
た
。

産
業
労
働
部

創
業
・
ベ
ン
チ

ャ
ー
支
援
セ
ン

タ
ー

平
成
２１
年
３
月
６
日

（
第
２０６１

号
）

セ
ン
タ
ー
で
は
、
創
業
希
望
者
等
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
実
施

業
務
に
つ
い
て
、
平
成
１９
年
度
は
３４
件
、
２０
年
度
は
１３
件
の
提
案
競

技
を
行
い
、
契
約
金
額
３１
千
円
か
ら
３８１
千
円
で
委
託
し
た
。

企
画
提
案
を
求
め
る
仕
様
書
は
、セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
、対
象
者
、

実
施
回
数
を
示
し
た
程
度
の
抽
象
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
県
が
求
め
る
仕
様
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
評
価
点

も
「
優
れ
て
い
る
５
点
」、
「
や
や
優
れ
て
い
る
４
点
」
な
ど
、
印

象
的
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

今
後
は
、
価
格
競
争
に
よ
る
契
約
を
行
う
べ
き
セ
ミ
ナ
ー
と
、
提

案
競
技
を
行
う
べ
き
セ
ミ
ナ
ー
を
整
理
し
た
上
で
、
提
案
競
技
を
実

施
す
る
場
合
は
、
具
体
的
な
仕
様
書
の
作
成
と
客
観
的
な
評
価
を
行

う
よ
う
改
善
さ
れ
た
い
。

提
案
競
技
方
式
で
実
施
し
て
い
た
セ
ミ
ナ
ー
の
う
ち
、
新
規
提
案

の
余
地
が
少
な
い
と
判
断
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
実
施
内
容
を

明
示
し
た
仕
様
書
を
示
し
、
平
成
２１
年
度
は
２
件
、
１２０
千
円
に
つ

い
て
複
数
事
業
者
に
よ
る
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
実
施
し
た
。

提
案
を
求
め
る
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
仕
様
書
に
お
い
て
、
提

案
を
求
め
る
部
分
・
評
価
項
目
・
評
価
の
視
点
等
を
明
示
し
、
応
募

者
側
か
ら
も
さ
ら
に
わ
か
り
や
す
い
提
案
競
技
と
な
る
よ
う
、
企
画

内
容
、
セ
ミ
ナ
ー
資
料
内
容
、
講
師
職
歴
・
実
績
等
に
つ
い
て
具
体

的
に
提
案
さ
せ
評
価
を
行
な
い
、
平
成
２１
年
度
は
２３
件
、
５３
千
円
か

ら
２１０
千
円
で
実
施
し
た
。

農
林
部

東
松
山
農
林
振

興
セ
ン
タ
ー

平
成
２１
年
７
月
３
日

（
第
２０９５

号
）

平
成
２０
年
度
に
一
般
競
争
入
札
で
執
行
し
た
「
２０
上
福
第
５０３
号

排
水
路
護
岸
工
事
」（
契
約
額
１ ８
，９００
千
円
、
落
札
率
９５
．９
％
）
の

入
札
参
加
業
者
数
は
３
者
で
あ
っ
た
。

入
札
参
加
資
格
で
は
、「
特
定
建
設
業
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
」

と
し
た
が
、
当
該
工
事
の
規
模
で
は
「
一
般
建
設
業
の
許
可
を
受
け

て
い
る
者
」
で
可
能
で
あ
っ
た
。

発
注
業
務
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
平
成
２１
年
度
か
ら
複
数
の
職

員
（
担
当
部
長
２
名
と
担
当
課
長
の
計
３
名
）
で
参
加
資
格
等
の
確

認
を
行
う
な
ど
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
を
図
り
、
適
切
な
入
札
の

執
行
に
努
め
て
い
る
。

－２４－

第����号平成��年��月��日（火曜日）



多
く
の
企
業
が
入
札
参
加
で
き
る
よ
う
、
適
切
な
入
札
参
加
資
格

を
設
定
さ
れ
た
い
。

県
土
整
備
部

さ
い
た
ま
県
土

整
備
事
務
所

平
成
２１
年
７
月
３
日

（
第
２０９５

号
）

平
成
９
年
度
に
実
施
し
た
新
芝
川
の
不
法
係
留
船
舶
等
排
除
に
係

る
行
政
代
執
行
に
要
し
た
費
用
は
、
原
因
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
行
政
代
執
行
に
要
し
た
費
用
７
，３３０

，９２２
円
の
う

ち
、
６
，８８２
，９２２
円
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
。

当
事
務
所
で
は
、
納
入
通
知
書
や
督
促
状
を
年
に
一
度
は
送
付

し
、
一
部
の
債
務
者
へ
の
自
宅
訪
問
等
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
債
権
は
２１
年
８
月
末
か
ら
９
月
に
時
効
を
迎
え
る

た
め
、
土
地
、
建
物
等
の
財
産
調
査
を
行
い
、
強
制
執
行
な
ど
の
検

討
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

自
宅
訪
問
等
を
実
施
。
財
産
調
査
の
う
え
、
差
押
え
を
平
成
２１
年

７
月
に
実
施
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
時
効
は
中
断
し
た
。

処
理
状
況

収
入
済
額

４
，３４５
，０３７
円

不
納
欠
損
額
１
，３９２
，９７４
円

未
収
金
額

１
，１４４
，９１１
円

計
６
，８８２
，９２２
円

今
後
も
未
収
金
額
の
解
消
に
向
け
適
正
な
債
権
管
理
を
行
う
こ
と

と
し
た
。

発 行 日

毎

週

火
曜
日
・
金
曜
日

購読料金

一
年
四
万
三
千
四
百
円

（
郵
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金
を
含
む
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